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研究題目:「コンテンツ商材の歴史的分析手法の開発-定量的手法と定性的手法の融合を目指して-」 

 

■ 研究成果 

・ 研究の経緯  

従来、音楽と歌詞の分析は批評的な手法を用いた分析・解釈が主流を占めていた。 

それを担ってきたのは、主に社会学やカルチュラル・スタディーズの分野である。しかし、そうした研究手法は、 

印象論、主観的な当てはめとしていえないケースも多い。 

 

また、近田春夫『考えるヒット』のような音楽製作の当事者による内実や問題意識を暴露したテキストの前では、 

その「解釈」の言説は失効する。 

 

そうした現状を前に、私の問題意識は歌詞中の単語の共起関係に注目しつつ、新しい定量的なアプローチを試みることであった。 

共起関係を可視化する「KeyGraph」を使用して、単語の共起関係を可視化し、解釈を試みた。 

 

その結果、ヒット曲（歴代上位 300 曲）中に、代々「わたし-あなた」という語が共起しつづけていることが 

定量的にも明らかになった。また、1990 年代中期以降「夢」が重要なキーワードになっていることも同様に明らかになった。 

 

  ・今後の展望 

   さらに詳細な統計的なアプローチを実施することと、データ収集のためのクローラー・ソフトを作成し、 

   より大規模なデータ上でも、こうした共起関係が存在するのかということを分析し、定量的な歌詞分析を実現したい。 
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